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リレー・フォー・ライフジャパン2014ぐんま
ご参加・ご協力ありがとうございました♪

いよいよスタート！

平成２６年１０月１１日（土）午後１２時から、翌１２日午後１２時まで、２４時間にわたり、群馬県総合スポーツセンター ふれあいグラ
ウンド・サブアリーナ（前橋市関根町８００）において、リレー・フォーライフジャパン ２０１４ぐんまが開催されました。

当日は台風が来ることが心配されましたが、初日は爽やかに晴れ渡り、青空の下、イベントが開催されました。

がん連協からのチーム参加は、あけぼの群馬、伊勢崎ひまわりの会、１．２の３で温泉に入る会ぐんま、笑みの会、（公社）日本オストミー
協会群馬県支部群馬あかぎ互療会、ひまわりの会、生菜の会、みゅら☆りっぷの皆さんや、その他の会の方も個人参加やルミナリエ、募金に協
力いただき、会場に足を運ばれ、多く集まっていただきました。

参加チームは全部で６４チーム（うち、24時間完歩35チーム）、参加者数（2日間延べ人数）６，１００人、参加サバイバー数１３０人で
す。

がん連協設立当時に、「こうなったらいいな…」と思っていた、患者、家族、医療関係者、行政、企業との連携。「がんに負けない群馬」を
目指す県民運動が広がってきたことを実感しました。

今号では、写真を掲載しながら今年のリレー・フォー・ライフを振り返ります！

サバイバーズラップ

開会式の後、大島会長をはじめ、がん連協役員であり実行
委員も務めるサバイバーの皆さんのウォークでいよいよイ
ベントの幕開けです。２４時間よろしくお願いします！

実行委員会 名誉会長・名誉副会長・顧問の皆さんと

２週目は、大澤群馬県知事、山本前橋市長、狩野群馬県議

会副議長、月岡群馬県医師会長、小川群馬県看護協会長
と一緒に歩きます。

県内各地から続々と応援が・・・

各自治体を代表するキャラクターの皆さんが応援にかけつけてく
れました。
この後も、たまたんやおとみちゃんが登場。会場は盛り上がります。

超速戦士

Ｇ－ＦＩＶＥも開会式を

守ってくれています。

ありがとう。頼もしいです！
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今回も様々な演奏やダンス、健康クイズ、ヒーローショーでステージは盛り上がり、また、啓発テント
において、県医師会、県歯科医師会、県薬剤師会、社会保険労務士の先生方が啓発セミナーを実施されま
した。

辺りが暗くなり始め、ひとつひとつに願いや祈りが込められたルミナリエに灯りが灯されます。

エンプティテーブルを囲んで、静かに時が過ぎていきます。

そして夜間越え…命のリレーは続きました。

ラジオ体操で朝を迎え、一日が始まります。２日目は曇り空で時折雨？と思うこともありましたが、最
後までお天気も味方してくれ、ファイナルラップを迎えます。

ゴールをくぐったそれぞれのチームはにこやかに記念写真を撮り、拍手の中、サバイバーの皆さんがラ
スト１周を飾ります。完歩したチームには記念品が渡されました。その後、群馬からのメッセージが読み
上げられ、全てのプログラムが終了しました。

ご参加、ご協力、ご声援いただき、本当にありがとうございました。

ルミナリエ点灯 そしてエンプティテーブル・・・

幻想的なルミナリエ・・・

書いてくださった方々のたくさんの気持ちがこもったル

ミナリエが歩き続ける皆さんを優しく照らしてくれます。

エンプティテーブル ～あなたを忘れない～

美しいソプラノの音色と、詩の朗読。

亡き方々を偲びながら厳かに時を過ごします。

まもなく夜明け・・・

この日の「日の出」は午前５：４９
リレーウォークは休みなく続けられます。

ファイナルラップ

がん連協の皆さんをはじめ、サバイバーの皆さんが笑顔

本当にお疲れさまでした

患者、家族、医療関係者、行政・・・みんなでひとつになれました。
また来年も会えますように。そしてがんに負けない群馬を一緒に作り
ましょう。
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がん対策情報収集・分析検討部会 先進県視察（千葉県）

・・・編集後記・・・

夏から秋にかけて、群馬ダイヤモンドペガサスの協賛試合、

リレー・フォー・ライフ、１０００人フラ、がんと向き合う作

品展など、会員の皆様には様々な行事に参加、ご協力いただき、

本当にありがとうございました。

これから、患者ミーティングを企画し、多くの方に楽しんで

いただける行事を企画したいと思いますのでよろしくお願いし

ます。 （担当：荒木 美保）

【事務局】〒371-0005 群馬県前橋市堀之下町16-1

群馬県健康づくり財団 企画広報課内 ☎027-269-7４０３

平成２６年７月３０日（水）、群馬県がん対策推進協議会 がん対策情報収集・分析検討部会に係る先進県視察が行われ、当協議会から大
島会長が参加し、千葉県がんセンター内にある千葉県地域総括相談支援センターを訪問しました。
このセンターはがんに関する幅広い相談にワンストップで対応する体制を目的に、平成２３年度から都道府県健康対策推進事業の一つとし

て、千葉県がんセンターに委託・設置しているものです。

☆トピックス

文部科学省「がんの教育総合支援事業」はじまる

文部科学省が今年度から「がんの教育総合支援事業」を実施しています。モデル事業は希望した道府県・都市
２１か所において計７０校の小中高が、がん教育実施校となったそうです。
この事業は、がん対策基本法のもと、２０１２年６月に策定されたがん対策基本計画にがん教育の推進が盛り

込まれたことを受けて始まりました。

当協議会からは、大島会長が群馬県における平成２６年度がんの教育に関する協議会の委員に就任しました。

また、県内においては、伊勢崎市立第一中学校と群馬県立前橋女子高等学校が実施校となっています。

群馬県県立病院改革検討委員会
平成２６年８月６日（水）、当協議会の本田顧問が、平成２６年第１回群馬県県立病院改革検討委員会に出席し

ました。

現在第二次群馬県県立病院改革プランが進んでおり、今後第三次プランの策定について検討され、意見交換が行
われました。

群馬ダイヤモンドペガサス協賛試合 大島会長が始球式に！
８月１７日、高崎市城南球場において、群
馬ダイヤモンドペガサス（ＢＣリーグ）の試
合が行われ（協賛：群馬県健康づくり財
団）、がん征圧月間の周知と、リレー・
フォー・ライフのＰＲを兼ねて、リレー・
フォー・ライフ実行委員長であり、当協議
会の大島会長が始球式に参加。華麗なる
フォームで試合開始を飾りました。
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